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概要

本報告では，IEEE 754規格 [1]が定める浮動小数点数を成分とする行列の積を高精度
に計算する方法について述べる．浮動小数点数は有限桁であるために，浮動小数点数同士
の和や積などの演算結果には誤差が発生する．そのため，演算毎に結果を浮動小数点数に
丸める作業が発生し，ここで発生する誤差の蓄積により，結果が正確でない可能性がある．
一般的に精度の問題を克服するには，多倍長精度計算の利用は有力である．ただし，事前
に問題がどれだけ悪条件かを把握できなければ，適切な演算精度を指定できない．Fを浮
動小数点数の集合とし，演算の相対精度を uとする．A ∈ Fm×n, B ∈ Fn×pに対して

|S −AB| ≤ u|AB| (1)

となる S ∈ Fm×pを求めることを目標とする．ここで | · |は各成分に絶対値を取ることを
意味し，行列に対する不等式は，成分毎に不等式がすべて成立することを表す．これは，
あたかも実数演算を行った結果を最も近い浮動小数点数に丸めた結果と等しい．(1)を自
動的に達成する先行研究として，内積単位での高精度計算 [2]が知られている．我々は，行
列積から行列の総和への変換法 [3]を適用した後に，[2]の手法を適用し，(1)を満たす S

を得る手法を提案する．特徴として，アルゴリズム全体の計算量の中でBLAS(Level 3)を
用いた割合が非常に高い．ポスターセッション当日は，これらのパフォーマンスを比較し，
また [3]の手法の応用についてもできる限り紹介したい．
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